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身体表現あそびの保育内容の検討Ⅲ
1．はじめに
身体表現あそびを多くの保育者が実践するこ
とを願い、「草むら」という具体的な手がかりを
用いた実践研究を継続している。一昨年は 3～
5歳児クラスを対象とした「草むらごっこ」の保
育実践を年齢別に分析することを試みた。そし
て、昨年は身体表現あそびを初めて経験する 2
歳児を対象に継続した 2回の実践を検証した。
その結果、「草むらごっこ」は年齢に関係なく、
みんな一緒に身体を動かし表現することを楽し
めるあそびであり、「草むらごっこ」の楽しさが
根付くことを実証することができた。つまり、表
現時においても環境としてそこに存在できる
「草むら」の特徴が、ライブでのきっかけ作りや
イメージ作りに貢献し、子どもたちを表現の世
界に導き入れることを容易にしていることを確
認した。「草むら」は、まず、ホールを表現空間
として子どもたちに認識させる役割を果たす。
その後、「草むら」に隠れたり出たりすることの
楽しさを十分に体感する保育内容が保障される
ことによって、表現の深まりを導く魅力的で有
効な手がかりになる。換言すれば、最初の段階
での「草むら」との出会いが身体表現あそびの
楽しさを導くか否かの鍵を握るのである。そし
て、2歳児クラスを対象とした場合、①子どもを
惹きつける導入②人形や保育実践者の動きを見
せることによる表現の促し③表現の芽を見逃さ
ない感性④保育実践者自身が発する表現者とし
ての姿などが、そのポイントであることが明ら
かになった。
そこで、今回、保育のなかで身体表現あそび
をまったく実践していない保育園の 5歳児クラ
スを対象に「草むらごっこ」の実践を試みるこ
とにした。そして、先行研究 1）における 5歳児
クラスの結果との比較から、初めての「草むら
ごっこ」において、どの程度、身体表現あそび
を楽しむことができるか。「草むら」はどのよう
に作用するか。身体で表現することの楽しさの
体感をもたらす保育内容のポイントは何かにつ
いて検討することを、本研究の目的とする。
2．研究方法
（1）期間：① 2012 年 2 月 10 日
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　　　　　② 2012 年 2 月 20 日
（2）対象：①綾部市A保育園年長児 26 名
　　　　　②綾部市B保育園年長児 24 名
（3）保育実践者：平野仁美（保育歴 30 年）
（4）保育「草むらごっこ」2）：「草むら」を円形
に配置したホールでの身体表現あそび。
今回も保育内容に関しては、保育実践者に一
任した。初めて出会う子どもたちであり、子ど
もの育ち等を探りながらの保育になることが予
想された。
（5）方法：VTRの記録と保育実践者の振り返り
から、保育内容を「ねらい・展開・子どもの姿・
草むらの位置づけ」を観点に検討した。
3．結果と考察
（1）保育のねらい
保育実践者が立てた「ねらい」は、先行研究
では「オノマトペのイメージを身体の動きに置
き換えて動くことを楽しむ」という心情、「友だ
ちの意見を聞き、工夫した動きを取り入れよう
とする」という意欲、「考えたり、工夫したりし
たことを、自分の身体であらわすおもしろさが
わかるようになる」という態度の 3点をあげて
いた。今回は、子どもたちの育ちを把握してい
ないため、「オノマトペ…（中略）…動くことを
楽しむ」という心情に関するねらいのみであっ
た。
（2）展開と子どもの姿
保育の展開を見るために、収録したVTRの保
育から、子どもの姿と保育者の援助を時間系列
に示した資料が表 1・表 2である。また、これら
の表より保育の展開を「導入」と「本日の中心
的な内容」に分けて整理し、さらに、保育実践
者の「振り返り」を記載したものが図 1・図 2で
ある。これらの資料から保育園別に保育の展開
と子どもの姿について見てみる。
①綾部市A保育園の保育（表 1と図 1参照）
この保育園でも、2歳児・3歳児・4歳児クラ
スの「草むらごっこ」の様子を、直前に見るこ
とを取り入れている。
そして、いよいよ自分たちの番になると、3種
類の「動きの導入」を行った。まず、「『ウジャ
ウジャ』と言ったら動き『ピタッ』と言ったら
止まる」という指示に、子どもたちは止まるこ
とができず笑ったり、話したりしている。次に、
4歳児クラスと同様の「草むらの周囲を走る～広
場に声を出し転がる」を行うが、子どもたちの
声は小さく走りも遅いため、保育実践者が見本
を見せる。さらに、「ジャンプ～指定の身体部位
を床に付けてポーズ」をするよう指示し、お尻
や手と足、おへそを指定するが反応がよくない。
そこで、子どもたちを集合させ、「身体部位の確
認」を行い、「肘・耳・髪の毛・目・眉毛・膝・
太もも・脛・つま先・膝」などを触って確認さ
せている。
そして、絵本『もこ　もこもこ』3）を見せ、ま
ず、「シーン」という音の言葉を身体で動くよう
促したものの動けない。「ややこしい」「めんど
くさい」の声が聞かれ、未体験の保育内容に困
惑する姿が見られた。「できん」との声に、保育
実践者は粘り強く「座っても、立っても、寝て
もいい」と具体的なヒントを提示し、さらに、
「モコモコ」や「ニョキ」に言葉を変えるが、子
どもたちは依然として動けない。そこで「雪が
降ってきたよ」と言ったら草に隠れる約束をす
る。そうするとまず、その言葉で草に隠れるこ
とから動き出し、次々言われた音の言葉で草か
ら出ることを始め、「雪が降ってきたよ」の合図
で草に隠れるあそびを繰り返すことができた。
さらに、絵本『がちゃがちゃ　どんどん』4）を
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読むと自ら復唱し、保育実践者が読み終わると、
その場で「ガチャガチャ・ドンドン・ドサ・カー
ン・ベトべト・ポキ・モコ・ニョキ」などの提
示された音の言葉を自分なりに動くことを試み
表 1．A保育園「草むらごっこ」の実際
時間 子どもの姿と（先生の援助）
0 a. 挨拶
座って見ていた壇上から降りて集合する。（「今から平野先生と遊ぶんだけど、出てきてください。」）
0’32” b. 動きの導入
（「私が『ピタッ』と言ったら止まるんだよ。『ウジャウジャ』と言ったら動くんだよ」と説明する。「ウジャウジャ　
ピタッ」）→動くが止まらない。（「何で止まらない？笑うのも止まる。しゃべるのも止まる」）→何度か繰り返す。
（「私がピアノで音を出すから…さっきメロン組がやったよね。走ったよね。走ってメロン組ピアノが止まったらど
うした？『ウワー』てやったでしょ」「草の周りに。位置について。よーい。」）と言ってピアノを弾く→ピアノの音
を止める）→小さな姿勢で止まる。（「私、何て言った？今、大きなを声を出してやった？」と尋ね、「ワーッ」と
言って転がる見本を見せる。ピアノを弾く）→「ワーッ」と言って中央に来るが…。（「こんなにたくさんおるのに、
小さな声。このホールが割れちゃうくらいでかい声で言って。行くよ」と言ってピアノを弾く）→周囲を走り、中
央に滑って来て小さくなって止まる。（「聞こえない。聞こえない」と言ってピアノを弾く）→大きな声で「ワーッ」
と言って繰り返す。（「さっきのはよかったけど、今のは小さい」「前の子抜かしてごらん」「遅いんだけど、反応よ
く」と声をかけ、何度か繰り返し、ピアノの音を止める。）→小さくなっている。（「はい。寝とって。寝とって。寝
てごらん。よい子は寝てる。」と寝転ぶように促す。「さあ、おへそを下。おへそ床にくっついてる。」）→おへそを
床にくっつけて寝る。（「ころりん。ころりん。おへそが横。おへそ横になってる？」）と確認する。（「じゃあ、立っ
てください。ジャンプ。ジャンプしたら平野先生が言う身体の場所を使って止まってみてよ。」と説明をしてピアノ
を弾き「お尻だけで止まって。お尻。足じゃなくお尻。そうそう考えてよ」）→ジャンプはできるが、お尻だけを床
についたポーズをとるのに時間がかかる。（ピアノを弾きジャンプを促す「ジャンプ。手と足で止まる。こうやって
もいいし。こうやってもいいし。とにかく、手と足を使う」と言い、）→お尻がついている子どももいるので（「お
尻がついとるけど、手と足だけ」と指摘。再度、ピアノを弾き、ジャンプを促し「おへそ」と言っておへそを床に
ついて止まることを促す）→うつ伏せになり、足を持つ 。
7’28” d. 身体への意識（身体部位の確認）
・集合して座る。（「今、ここでやったのはおへそで止まって、お尻で止まって、手と足を使って止まり、みんなの身
体にはいろんな名前がついてるとこあるね。」と話すと）→「肘」との声。（「いいこと言う。知ってる。今『肘』て
言ったけど、肘どこ？」）と尋ねると肘を指す。（「ここね」と一人の女児を立たせて確認）→「ここあご。首。おで
こ。」と口々に知ってる部位を言う。（「他に知ってるところ…」と尋ねる）→「耳・髪の毛・目・眉毛」と答える。
（「じゃ、平野先生、今からさわるところ言ってよ」と頬などをさわる）→「ほっぺ」「お腹」「お尻」「膝」（「『足』て
言った子と『膝』て言ったこがいたけどどっち？」）と確認すると「膝」と答える。さらに（太ももをさわる）→
「太もも」の声に（「そう、偉い」とほめ、脛をさわる）→「足」「脛」「ふくらはぎ」の声。（該当部位をさわりなが
ら「こっちをふくらはぎて言うのよ。こっちは脛」と確認し、「ここ」とつま先を指す）→「つま先」の声。
（「いろんなところ出たね。つま先も…つま先で立てる？」）→つま先で歩く。（「ひざ」の声）→ひざで歩く。
13’42” c. 絵本「もこ　もこもこ」の活用
・座って、絵本を見る。（「知ってる？見たことある？」）→「もこもこ、どんどん大きくなる…。」の声。（「平野先生
が今から読むね。もこ　もこもこ」と読み始める。1頁目の「シーン」）→「シーン」と復唱する。（絵本を見せなが
ら「みんなの身体でシーンをやってみて」）→困惑している。（「シーンて自分の身体でどうやってやるか考えて」）の
呼びかけに→「ややこしい」の声。（「ややこしいよ。それはややこしいよ。ややこしいけど考えて。シーンてどう
いうふうに」）→「めんどくさい」の声。（「静かにするとき。静かにすることやって。周りが静かだと思って…静か。
シーンだよ）と促すも→動けない。（「めんどくさい子はやめていいよ。よく考えられる子だけでいいよ。）→立った
まま。（「シーンの時に、みんな床で身体使ってやってみて」）→「できん」の声。
16’44” e. 音の言葉の表現
（「立つ？寝る？どっちがいい？座った子も立った子も間違いではない。シーンやってごらん。座ってもいいし、立っ
てもいい。寝てもいい。起きてもいい。シーンていうのやってみて。」）と粘り強く促すも→動けない。（絵本を見せ
ながら「じゃ、今度はもこやってみて。もこ。あ、考えている人がいる。一生懸命考えているね。もこで止まって
てよ。」と促し、「次は、もこもこやってみて。もこもこで止まって。頭使って考えてよ。身体も使ってよ。」と促す）
も、→中腰になるも、ほとんど動けない。（「ニョキ。今度はニョキやってごらん。ニョキで止まってて。ニョキ。」
再度「もこもこもこ。ニョキニョキニョキ」→復唱し立ち上がる。
18’19” c. 絵本「がちゃがちゃ　どんどん」の活用
座って、絵本を紹介される。（「これも、がちゃがちゃとか、どんどんていう音の言葉が一杯出てくる本で、今、み
んなも、お尻、おへそ、膝、手、顔、頭…いろいろ名前があったよね。みんなの身体に。それで、身体を使って一
生懸命考えたよね。この音の言葉の本の中から、先生が言ったことを考えてよ。自分の身体を使うんだよ。考えて、
身体を使ってやってくださいよ。時たま草むらに帰る。今度は『雪が降ってきたよ』と言ったら、草むらに帰って
よ」と説明をする。
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図 1．A保育園の保育の展開と子どもの姿（26人・32 分 48 秒）
19’31” e. 音の言葉の表現
（「いい？いくよ。」と始め、「雪が降ってきたよ」の声かけ）→草むらに隠れる。（「さあ、平野先生が音の言葉を言っ
たら、広場に出てきてよ。もこ　もこ　もこ。もこという形をやってよ。」）→草むらから出てくる。（「雪が振って
きたよ」）→草むらに隠れる。（「次はシーン。出てくるシーンをやってみて。シーンて静かっていう意味でしょ。も
お、動いちゃだめよ。シーンで出てきたら止まってなきゃ」と注意する。「雪が降ってきたよ」）→草むらに隠れる。
（「さあ、草からシーンで出てきて止まっててよ。シーン」）→シーンで滑って出てきてしゃべってる。（「みんな、シー
ンは静かだと言ったよね。ぺちゃくちゃしゃべっていたら静かじゃないよ。シーンて言ったら動かない。もこ　も
こ　もこ。雪が降ってきたよ。」）→寝た状態から徐々に大きくなり草に隠れる。（「シーン。ニョキ　ニョキ　ニョ
キ。雪が降ってきたよ」）→滑ってだて来て大きくなる。草むらに隠れる。（「今ね、わかったと思うけど、シーンで
出てきたら静かに待ってる。そして次にシーンじゃない音の言葉を言うよ。そしたら、自分の身体を使って、頭で
考えたことを身体を使い、その音の言葉をやってみて。いい？いくよ。まだまだ、今シーンだよ。シーンはどうだっ
た？」と確認し、「ゴロ　ゴロ　ゴロゴロ」）→転がる。（「雪が降ってきたよ」）の声。→草むらに隠れる。（「シーン。
ドカーン」）→走ったり、ジャンプをする。
24’05” c. 絵本「がちゃがちゃ　どんどん」の活用
・集合する。（「いろんな音の言葉を知っていたほうがいいから」と言って、絵本「がちゃがちゃどんどん」を読む。）
→「がちゃがちゃ　どんどん　カーン…」と 1つずつ復唱する。途中（「ゴーンて何だろう」と問いかける）→「鐘？」
と答える。（「どこかでゴーンて鐘鳴らした？」と尋ねる）→「ゴヤ（除夜）の鐘」と答える。（引き続き最後まで読
む。「この本の中には音の言葉が一杯入っている。今から本の中の言葉を言ってあげるから、みんなは自分の身体を
使う。身体を動かしてください。）
27’15” e. 音の言葉の表現
（「ガチャガチャ」）→足踏みをする。（「ドンドン」）→両足ジャンプ（「カーン」）→バットで打つ真似・自分の頭を
叩く・滑る・手を叩く。（「ドサ」）→両足ジャンプで小さくなる。（「ポン」）→軽く両足ジャンプで転がる・寝る。
（「グニャ」）→身体を捻る・振る・揺らす。（「ベトベト」）→床を這う・身体をくねらす。（「ニョキ」）→あわせた両
手を上に立ち上がり、上へ。（「ポキ」）→上体の力を抜き腰を曲げる。（再度「ニョキ」）→あわせた両手をとがらし
上へ。（「ポキ」）→上体を折る。（「ベト」）→這う。寝そべる。（「モコ」）→拡げた両手を上に立ち上がる。ブリッジ。
身体のどこかを強調したポーズ（ex. お尻を突き出す）。（「トロトロ」）→身体を揺らしながら・周りながら、だんだ
ん小さくなる。（「モコ」）→立ったまま。（「ベタ」）→小さくなる・寝そべる。（「ニョキ」）→起き上がりつつ上へ。
（「ガチ」）→倒れる。（「凍ったんだよ。ニョキが凍ると寝ちゃうの？ニョキ」）→起き上がりつつ上へ。（「ニョキが
凍るとどうなるか？凍るよ。ガチ」）→あわせた両手をずらしポーズ・中腰でポーズ。静止。（「ガチガチだよ。じゃ、
その氷が暖かくなってトロトロトロ）→徐々に小さくなる・徐々に手が下に・足踏みをする。（「溶けたらどうなる
のかな」）→床でバタバタ。（「氷が溶けると何になるのかな？そうだね、水になるんだよね。水になったら…サラサ
ラサラ」）→うつぶせに寝て手を揺らす。（「ニョキ」）→手を上に立ち上がっていく。（「ガチ」）→ポーズ（静止）（「ト
ロトロ」）→脱力して小さくなる・ねそべっている・あわせた手を離し大きく開き「割れた」と発展させる子も出現。
（「溶けちゃってトロトロ流れてる」）→集まってくる。
31’20”
32’48”
g. まとめ
車座に座って話をする。（「最後にお話するから。いっぱい遊んだね。音の言葉を覚えておいてね。それから、身体
にはいろんな名前があることも覚えていてね。さよなら。」と挨拶をする。
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る姿が確認できた。
②綾部市B保育園の保育（表 2と図 2参照）
先述のA保育園同様、この保育園においても
子どもたちは、低年齢児クラスの「草むらごっ
こ」を見ることを直前に行っている。
ホールにおりると、まず、「草むら」に隠れる
合図を決めることになり、「ツナミ」とした。そ
して、ちびちゃんを見習って「おもしろい」動
きをするよう促されるが、「○○君、やって」と
一人の男児を推薦し自ら動かない。「ひとりがや
るんじゃない」と言われ、保育実践者が身体に
触れながら、いろいろな身体部位を使うよう促
すが、周囲の様子を見て動こうとしない。低年
齢の子どもの動く姿は見ていても、いざ、自分
たちの番になると、経験不足から周囲を気にし
躊躇する姿が見られた。しかし、やりたい気持
ちはあったため「やらないの？やめる？やらな
いと始まらないんだけど…。」と言われると、よ
うやく動いて出てくるようになった。そして次
に、ピアノが止まったらポーズを取ることをい
くつかのポーズの見本によって促すと、子ども
たちもまねて動く。さらに、「ワーッ」と言って
出てきたり、静かにポーズをとったり、スロー
モーションで出てくることを、保育実践者の見
本の後に実施することにより、子どもたちも戸
惑うことなく繰り返し楽しむことができた。
そして、絵本『もこ　もこもこ』を読むと復
唱している。保育実践者が一人の女児を前に出
し、頭と手の動きをいろいろ探した後、全員で
お尻や足も動かしてみる。その後、「『シーン』て
どういうこと？」と尋ねると、「静か」と答える。
さらに「静か」を身体でやるよう促すと、寝始
めたので、これを「シーン」に決める。「モコ・
ニョキ・ゴロン・ツン・ドサ」などの提示され
た音の言葉を自分なりに動くことができた。
さらに、絵本『がちゃがちゃ　どんどん』を
読むと復唱するなか、自ら動き出す子どもも見
られた。読み終わると、「フワフワ・シュー・ク
表 2．B保育園の「草むらごっこ」の実際
時間 子どもの姿と（先生の援助）
0 a. 挨拶
座って見ていた壇上から降りて集合する。（「お待たせ。あんた達の番だよ。出ておいで」「出ておいで」を繰り返し
踊り出す）→先生のまねをしてついて行き座る。（「待ってましただね。さっき、2歳は『食べちゃうぞ』3歳は『お
おかみ』4歳は『ライオン』で草に隠れたよね。みんなは何にする？何の合図で草に隠れる？」と問いかける）→
「恐竜・ツナミ」の声。
1’12” b. 動きの導入
（「ツナミにする？じゃ、『ツナミ』て言ったら草に隠れるよ。ツナミ」）→草に隠れる。（「最初、ちびちゃん達がこ
の広場に踊って出てきたよね。あの子達、おもしろいことやってたけど、あなたたちもおもしろいことやっていい
よ」とピアノを弾く）→「○○君、やって」と一人を推薦する声。（「みんながやるんだって。一人がやるんじゃな
くて。みんな」さらに身体に触れながら「あなたたちは頭・手・お尻・足…いろいろあるよね。全部使ってくださ
い」とピアノを弾く）→誰も草から出てこない。（「やらないの？やめる？やらないと始まらないんだけど…」とピ
アノを弾く）→踊りながら出てくる。（「ピアノが止まったら、こうやって止まる」とポーズをとって見本を見せる。
「ツナミ」）→草に隠れる。（ピアノを弾く…ピアノを止め「ピタッ」と止まるを繰り返す）→狭い空間で踊り…ポー
ズをとる。（「さっき、4歳のお友達、草の周りを走っていたよね。できる？」と確認する）→「できる」の声。（「走っ
てから、ここにどうやって来た？」と問いかける）→「ワーッ」と答える。（「それやるよ。いくよ」と促し、ピア
ノを弾く）→走り、滑って出てくる。（「4歳の方がかっこよかった。声が小さいよ」と言って、ピアノを弾き、何度
か繰り返す）→走って「ワーッ」と言って滑って出てくる。（「今度は『ワーッ』ではなく静かにポーズ」と見本を
いくつか見せる。）→動き出す。（「だまってやるよ。だまってゆっくり。今度は声が聞こえちゃだめなの。声はいり
ません。今度は静かに静かに。足音もしちゃだめ」と小さな声で言う）→足音を立てずに走り、ゆっくり静かに止
まる。（「おもしろい。いい感じになってきたね」とほめる。「さあ、そこからこの広場の真ん中にゆっくりゆっくり
歩いてきてください」）→歩き出す。（「速い」と指摘し「ツナミ」と言う）→ゆっくり足音を立てずに出てきて、草
に隠れる。（「広場に来るとき、手も足も大げさに使う」と見本を見せる。ここに出てくるときスローモーション。月
や宇宙に行ったとき無重力になるの知ってる？」と確認する）→「知ってる」の声。（ゆっくりピアノを弾く）→手
足を大きく上下させゆっくり歩き出す。（「ストップ。そこで速い動き」と促す）→小刻みの足踏みをする。（速度を
変えながら、ピアノを何度か弾く）→ピアノの速度に反応して動く。
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8’00” c. 絵本「もこ　もこもこ」の活用
（「本を 2冊持って来ました。面白いことに、この本には音の言葉がいっぱい入っています。シーンていう言葉では
シーン」と言ってから、「もこ　もこもこ」の絵本を見せて「『モコ』膨らんだね『モコモコ・ニョキ・パク・モグ
モグ・ツン・ポロリ・プウッ・ギラギラ・パチン・フンワ』」と最後まで読む。）→復唱しながら見ている。
10’40” d. 身体への意識
（「この本の中に、音の言葉が書いてあったよね。みんなは動く身体があるよね。この身体の…○○ちゃん来て」と
一人の女児を前に出す。「○○ちゃん、頭動かせる？やって」）→○○ちゃんが頭を回す。（「その動きしかないかし
ら」）→○○ちゃんが低いところから頭を振る。（「おもしろいね。これこれ。はいどうぞ」）→みんなも自分なりに
やってみる。（「いろいろ頭上手に動かせたね」と褒め、「手」と言う）→いろいろに振る・叩くなどをする。（「こう
いうのもあるし」と認め「じゃ、立って。お尻動かして」と促す）→振る。（「足」）→前後にキック。
11’58” e. 音の言葉の表現
（「じゃ、いい。『シーン』て言ったらどういうこと？」と問いかける）→「静か」との声。（「じゃ、静かを身体で
やってみて。シーン」）→立っている。（「立ってるだけ？みんなの静かは立ってること？」と問いただす）→寝始め
る。（「シーンて言ったら寝る？」と確認し、「この園のシーンはこれだよ」と決める。「モコ　モコモコ」）→笑って
る。（「身体使ってやって。モコだよ」）→うつ伏せからお尻が上がる。（「シーン」）→寝る。（「ニョキ　ニョキ」）→
頭を持ち上げ、だんだん立ち上がり背伸びをする。（「シーン。ゴロン」）→横転。（「ツン」）→「ツン」と言って鼻
を上に向け、徐々に立ち上がる。（「ドサッ」）→落ちる。
13’42” c. 絵本「がちゃがちゃどんどん」の活用
集合して座る。（「もう 1冊、本あるの。『がちゃがちゃどんどん』これにも音の言葉があるんだよね。見ようね。読
むよ」と読み始める。「ガチャガチャ・ドンドン・カーン・チン・リン・ドサン・ポン・グニャ・ポキン・ザアー・
ゴー・トン・チン・カン・ブワァ・ガチャン・サラサラ・ゴーン・パン・ドカン・ジャラジャラ・トポン・ピチャ・
パチン・ピーイッ・プスン」と最後まで読む）→復唱し見ている。（「いっぱいいっぱい、音の言葉がここにもここ
にも入っていたね。それで今日は音の言葉をみんなの動く身体…手、お尻、動かしたね。身体動くね」と確認する。）
（「この園の草むらに動く身体の子どもがいました。平野先生が音の言葉を言うと、草むらから、音の言葉の動きを
しながら広場に来ます。「ツナミ」）→草に隠れる。
16’59” e. 音の言葉の表現
（「フワフワ」）→草に隠れて手を上下するも出てこない。（[ 出てきて ]）→手を上下に動かしながら出てくる・両足
ジャンプで出てくる。（「ベタ」）→寝そべる。（「モコ」）→お尻・お腹を突き出す。（「クリクリ」）→膝立ち・四つん
這いでツイスト。（「シーン」）→寝る。（「ツナミ」）→草に隠れる。（「シュー」）→手で滑って・四つん這いで滑って
出てくる。（「ニョキ」）→手を上に立ち上がっていく・ジャンプ。（「グニャ」）→小さくなる・寝て揺れる・ねじれ
る。（「クネ」）→寝て身体を動かす。（「ゴロゴロ」）→横転。（「ピタ。ベタ」）→床にくっつく・うつ伏せで大の字に
寝る「床にくっついちゃった」の声。（「ぺったりくっついた？」と確認する。「グワ」）→顔を上げる・口を開ける・
大きくなってジャンプ。（「ブラブラ」）→立って身体を揺らす・振る・手を振る・顔も振る。（「ペチャ」）→床に寝
る。（「モコ」）→顔を上げる・お尻を上げる。膝立ち・中腰・立つ。（「モコモコ」）→ジャンプ。（「ピョン」）→両足
ジャンプ。（「ツナミ」）→草に隠れる。（「クニュ。クネ」）→滑りながら・転がりながら草から出てくる。芋虫のよ
うに。（「グニャ」）→寝転んで身体の向きを変える（「ビロビロ」）→寝たまま手足を左右に動かす・お尻を動かす。
（「パタパタ」）→バタ足をする・仰向けで足を上にあげ揺らす。（「ドタドタ」）→寝たまま足の裏で床を叩きバタバ
タ音を立てる・立って足音を立てる。（「ポッポッ」）→足音を立てずに両足ジャンプ・膝屈伸。（「シーン」）→寝る。
（「いろいろな音の言葉を動けたね」と褒め、再度「トン」）→徐々に立ち上がる。足～座位～片膝～中腰。（「チン」）
→「チン」と言って手を合わせて傾斜する。（「カーン」）→手を広げる・転がる。動きにくい子どもも。　（「ピー」）
→手を広げる・這う。（「ツン」）→立っていく。（「ヒラ」）→手を羽のように動かす。（「フー」）→そっとジャンプ。
（「スー」）→平泳ぎのように這う。（「ツナミ」）→草に隠れる。
23’44” f. 楽器の音の表現
（「今度は楽器の音を聞いてよ。さっきは音の言葉だったけど…この音がなったら広場に身体を使って、この音のイ
メージで動いてみて」と鈴を鳴らす。）→手を横に小さく広げ両足をバタバタさせる。（「ツナミ」）→草に隠れる。
（リズム太鼓を叩く）→「祭り」との声。足音を立てて 1歩ずつポーズをとって出てくる。（太鼓を連打する）→足
踏み。（トントンと 2音ずつ打つ）→足音を立てる・ケンケン。（トンと 1音ずつ区切って打つ）→ 1音ずつ足音で
あらわす。（太鼓を連打する）→足踏み。（「ツナミ」）→草に隠れる。（トライアングルを持ち、チンと 1音打つ）→
四つん這いで滑って出てくる。1歩ずつ出てくる。（「よく聞いてよ。鳴った後も聞こえているよね。聞こえなくなる
までの音。どうしたらいいと思う」と尋ね、「身体で」動くことを求め、チーンと鳴らす。）→「チーン」と言うも
動けない。ジャンプ。（「最初、大きい音だったけど、だんだん小さくなるの」と促す）→徐々に小さくなる・立っ
ていたが座る。（「チンチンと連打する）→身体を揺らす。（「ツナミ」）→草に隠れる。（ピアノで低い音）→蛙跳び
で出てくる。（高い音）→弾むように走る。（標準の高さの音）→歩く・スキップ。
27’48”
31’20”
g. まとめ
車座に座って話をする。（「最初、音の言葉だったよね。後の方は何だった？」と尋ねる）→「音。いろんな楽器」の
声。（「何の楽器だった？」と質問する）→「鈴・太鼓・ピアノ・チーン」と答える。（「あれは、トライアングル。三
角という意味」と教える。「じゃ、音の言葉にはどんな言葉があった？」と尋ねる。）→「チーン・ゴロゴロ・ガチャ
ガチャ…」などと答える。（「一杯音の言葉あったね。シーンもあったね。いろんな音の言葉や音があって、みんな
の身体動くよね。頭で考えた。音の言葉にあった動き、自分の動く身体であらわした。その動く身体を使って音を
あらわしたよね。音を聞いたらそれもできて、身体てすごいね。面白いね。いろんな身体があるし、面白いね。今
日は、最後までいっぱい動いて楽しかったね。一杯遊んでくれてありがとう。また、遊ぼうね。）と挨拶をする
－ 63 －
身体表現あそびの保育内容の検討Ⅲ
ネ・ドタドタ・カーン」などの提示された音の
言葉を自分なりに表現し、「ツナミ」で隠れるあ
そびを楽しんでいた。
最後に、楽器の音を聞いて、その音のイメー
ジで動くことを試みた。鈴・リズム太鼓・トラ
イアングル・ピアノを用いていろいろな長さ、高
さの音色を出すと、トライアングルによる長音
以外は、各自が工夫し動いていた。
③先行研究との比較
今回の 2園と、「草むらごっこ」を何度も経験
している年長児を対象とした先行研究の展開を
図 3に示した。この図より、主たる保育内容で
ある「音の言葉の表現（図の e）」に入る前の導
入の時間とその内容に差があることがわかる。
まず、「動きの導入（図の b）」に要している
時間は 7分から 8分と差はない。その後、先行
研究では、1分 34 秒間「絵本の活用（図の c）」
を行っているだけであるのに対し、保育Aでは、
「身体への意識（図の d）」「絵本の活用」に 9分
16 秒要し、この保育Aでの実践を踏まえた保育
Bでも 3分 58 秒かけている。つまり、保育内容
として身体表現あそびを経験したことがない年
長児を対象とする場合、その導入部に時間をか
けることはもとより、「身体への意識」を確認す
る必要があることを示唆しているものと考え
る。特に、保育Aにおける時間が長かったが、
保育実践者も「今回の導入は、少し長かったと
図 2．B保育園の保育の展開と子どもの姿（24人・31 分 20 秒）
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図 3．保育の展開の比較
注）表の、濃い部分は集合して座っており、薄い部分は動いていることを示す。具体的な内容は a～ gの通り
ａ：挨拶　ｂ：動きの導入　ｃ：絵本の活用　ｄ：身体への意識　ｅ：音の言葉の表現　ｆ：楽器の音の表現　ｇ：
表現まとめ　ｈ : 話を聞く
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反省している。一方、このくらいやらないと『音
の言葉の表現』はできなかったと思っている」と
振り返っている。
さらに、「音の言葉の表現」に入った後も、子
どもたちを集合させ話す機会を設けている。そ
の際、今回の 2園の保育においては「絵本の活
用」を取り入れている。つまり、経験が乏しい
子どもたちには、絵本を見るという視覚からの
イメージの誘導を繰り返すことが必要だったと
推測できる。
また、先行研究において、最後の部分で音を
イメージに結びつける試みが提示され、「ゴー」
から「雨・雷・ライオン・風」などのイメージ
を描きながら動く内容が展開されていた。さら
に今回、保育Bにおいて「楽器の音の表現」が
実施されている。保育実践者に確認したところ、
「音の言葉の表現」を楽しんでできていたので、
他の目的もあって実施したとのことである。こ
のような臨機応変の展開に、「身体表現あそび」
の保育経験の豊富さが感じられる。
（3）導入
今回の保育と、先行研究で差が見られた導入
に関して、その内容を見ることにする。今回、動
くことの抵抗をなくし、精一杯動けるための「動
きの導入」と、「音の言葉の表現」に入る前に
「表現の導入」として実施された「身体への意識」
と「絵本の活用」の別に見る。
①動きの導入
初めて経験する身体表現あそびであったた
め、両園とも、最初困惑し動くことに躊躇する
様子が見られた。しかし、保育実践者はめげる
ことなく、A保育園では 3種類の動きを提示す
るが反応がよいとは言えず、大きな声も出せな
かった。さらに、保育実践者が見本を見せるが
特段の効果は見られない。B保育園においては、
A保育園での経験を活かし、最初に「草むら」に
隠れる合図を「ツナミ」と決めている。それで
も恥ずかしさからか「踊って出てくる」ことを
躊躇する姿が見られた。保育実践者に「やらな
いの？」と促されるなか徐々に動き始めた。こ
の気持ちの変化の背景には、他のクラスの低年
齢児が「草むら」で遊ぶ様子を事前に見ていた
ことがあると考える。その後、提示された 2種
類の動きも、保育実践者の見本を参考に楽しん
で動くようになった。
そして、結局、A保育園においては、導入を
終え「音の言葉の表現」に入った際、合図で「草
むら」に隠れることをきっかけに、子どもたち
は喜んで動き始めた。つまり、今回、経験のな
い子どもたちが動き始めるきっかけになったの
は、両園とも「草むら」の活用であることがわ
かる。そして、その前提条件として「草むら」の
楽しさを知っていることがあげられるが、今回、
「草むら」で遊ぶ低年齢児クラスの姿を見たこと
が、その役割を果たしている。このように事前
に他児の楽しむ姿を見ることが、意欲を喚起す
る重要な導入になっていることが明らかになっ
たと考える。
また、今回、保育実践者は頻繁に見本を示し
ており、子どもたちにとっては、具体的な動き
を見ることが、動く際の直接的な刺激となって
いる。このような見本を示すという援助は、2歳
児クラスの保育 5）でも確認されており、経験が
少ない場合、年齢に関係なく有効であることが
推察できる。
②身体への意識
A保育園では「動きの導入」のひとつとして、
「ジャンプ～指定の身体部位を床に付けてポー
ズ」を行った後に集合させて、保育実践者が触
る部位の名前を答えさせたり、自分の知ってい
る名前を発言させている。
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B保育園においては、身体部位の名前ではな
く、「動く身体がある」ことを知らせるために、
一人の女児を例に、頭と手の動きをいろいろ探
し、全員に自分の動く身体を確認させている。
つまり、A保育園では身体部位への意識を刺
激し、B保育園では、身体の動きを探求する時
間を設けていることがわかる。
③絵本の活用
両園とも、『もこ　もこもこ』と『がちゃが
ちゃ　どんどん』という 2冊の絵本を用いてい
る。
最初のA保育園では、「身体への意識」を刺
激した後『もこ　もこもこ』を読み出す。途中、
保育実践者が「シーン」を表現するよう促すが、
動けないため『がちゃがちゃ　どんどん』も見
せ「草むら」に隠れるあそびを行う。その後、集
合させて『がちゃがちゃ　どんどん』をしっか
り見せて読むと、子どもたちは復唱し、保育実
践者に提示された音の言葉の表現をするように
なった。
B保育園では、「身体への意識」を促す前に 2
冊の絵本を「音の言葉が一杯入っている」と紹
介し、『もこ　もこもこ』を見せて読んでいる。
子どもたちは復唱しており、「シーン」の表現を
決め、少し音の言葉の表現を試している。その
後、集合して『がちゃがちゃ　どんどん』を見
せて読むと復唱し、全員で「草むら」に隠れな
がら、保育実践者が提示する音の言葉の表現を
工夫することができた。
つまり、両園ともに絵本を見せ、読んで聞か
せている。音の言葉のイメージを視覚と聴覚か
ら誘発していることがわかる。
（4）音の言葉の表現
実際に、両園の子どもたちが、保育実践者の
提示により表現を試みた音の言葉をまとめたも
のが表 3である。
この表より、A保育園では 17 種類、B保育園
では 29 種類の「音の言葉」の表現を試みており、
B保育園の方が多種多様である。両園に共通す
る音の言葉は『もこ　もこもこ』に掲載された
「モコ・シーン・ニョキ」と『がちゃがちゃ　ど
んどん』にある「カーン・グニャ」、絵本以外の
「ゴロ・ベタ・ドサ」である。それ以外に、A保
育園では「ベト・トロ・カチ・ガチャ・ドン・
ポン・ポキ・ガチ・ドカーン」の 9種類。B保
育園では「ツン・フワ・クリ・シュー・クネ・
ブラ・ペチャ・ピョン・クニュ・ビロ・パタ・
ドタ・ポッ・トン・ピー・ヒラ・フー・スー・
ピタ・チン・グワッ」の 17 種類である。
つまり、2冊の絵本を読んで見せてはいるが、
実際に表現している言葉は、両園共に、絵本以
外の音の言葉の方が多いことがわかる。このこ
とは、子どもたちが動いている間に自分なりの
イメージを描き、身体で表現することを楽しむ
までになったことを示していると考える。
表 3．表現した「音の言葉」一覧
注） 表中の下線文字は「がちゃがちゃ　どんどん」、斜め文字は「もこ　もこもこ」に掲
載された言葉を示す
ಖ⫱ᅬ ⾲⌧䛧䛯㡢䛾ゝⴥ ✀㢮
A
A 䝧䝖䞉䝖䝻䞉䜹䝏䞉䝫䜻䞉䜺䝏䞉䝗䜹䞊䞁䞉䜺䝏䝱䞉䝗䞁䞉䝫䞁 䠕
䠍䠓
B 䝰䝁䞉䝅䞊䞁䞉䝙䝵䜻䞉䝂䝻䞉䝧䝍䞉䝗䝃䞉䜹䞊䞁䞉䜾䝙䝱 䠔
䠎䠕
B 䝒䞁䞉䝣䝽䞉䜽䝸䞉䝅䝳䞊䞉䜽䝛䞉䝤䝷䞉䝨䝏䝱䞉䝢䝵䞁䞉䜽䝙䝳䞉䝡䝻䞉䝟䝍䞉䝗䝍䞉䝫䝑䞉䝠䝷䞉䝣䞊䞉䝇䞊䞉䝢䝍䞉䜾䝽䝑䞉䝖䞁䞉䝢䞊䞉䝏䞁 䠎䠍
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次に、動きに関しては、「感じたことや、考え
たことを自分なりに表現して楽しむ」6）ことが
求められている。実際、子どもたちは、保育実
践者が提示するそれぞれの言葉を、歩く・走る・
ジャンプ・スキップ・這う・四つん這いで滑る・
転がるなどで移動したり、その場においても、い
ろいろな身体部位を振る・捻る・揺らす・曲げ
る、大きくなったり小さくなったりなどの多様
な動きを用いて表現していた。また、全員が同
じ動きではなく、各自が工夫する姿や、その友
達の表現に刺激を受け、取り入れる姿も確認で
きた。
特に、保育Bの実践後、「今までの保育体験の
中からイメージすることや自己の身体を意識し
たあそびがよくなされていた」と保育実践者が
振り返っていたように、これらの背景には、卒
園を間近に控えた「おおむね 6歳」7）のこの時
期の「全身運動が滑らかで巧みになり、快活に
跳び回るように」さらに、「様々な知識や経験を
生かし、創意工夫を重ね、遊びを発展させる」子
どもたちの育ちがあったと推察できる。さらに、
自分で「草むら」の楽しさを体感すると、ます
ます、その出入りのスリルを味わいたいという
意欲が芽生え、保育実践者が提示する「音の言
葉の表現」も、「草むら」の楽しさを求めるがゆ
えに、主体的に創意工夫することができたと考
える。この表現の深まりに「草むら」の効果を
確認することができた。
4．まとめ
5 歳児クラスを対象とした先行研究の継続研
究として、今回、身体表現あそびの経験を有し
ない 5歳児クラスを対象とした場合の「草むら
ごっこ」を 2つの保育園において実施し、その
保育内容を検討することを試みた。
年長の 10 月に実施した先行研究では、保育実
践者は心情・意欲・態度の観点から、保育のね
らいをあげており、「動きの導入」では、「草む
ら」に隠れる合図を決めると、躊躇することな
く楽しんで動く子どもを対象に、絵本『がちゃ
がちゃ　どんどん』も読むことなく確認し、25
種類の「音の言葉の表現」を自分なりに工夫す
る内容を展開していた。
今回は、両園とも年長の 2月に実施したとこ
ろ、最終的には両園の年長児ともに、先行研究
の年長児と同様、音の言葉を自分なりに工夫し、
楽しんで表現する姿が確認できた。一方、その
保育内容にはいくつかの特徴が明らかになっ
た。
まず、今回の保育においても、「草むら」が有
効であったことは確認できた。両園ともに、低
年齢児クラスの様子を見る局面では、他児の楽
しむ姿だけではなく、その空間に存在する「草
むら」の存在も一緒に認識し、「やりたい」とい
う意欲を芽生えさせていた。そして、動く局面
においても、最初、子どもたちは戸惑っていた
が、合図を決め行った「草むら」への出入りを
きっかけとして楽しんで動くようになった。さ
らに、表現の局面において、その「草むらごっ
こ」を取り入れた保育内容を実践し、表現しな
がら「草むら」からの出入りを繰り返すことに
よって、子どもたちの表現に創意工夫や深まり
が確認できた。すなわち、「草むら」が「見る・
動く・表現する」という保育内容の異なる局面
において、効果的に機能していることが明らか
になった。
次に、時間をかけた「表現の導入」が実施さ
れていた。その内容も、先行研究においては含
まれなかった「身体への意識」を確認する内容
と、「絵本の活用」によって聴覚と視覚から音の
イメージを誘発させる内容であり、これらが繰
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り返し行われていた。これらの内容が、身体表
現の経験がなくても、それまでの保育で培った
子どもたちの育ちのなかに、自分の身体とイ
メージの熟成を加味し、先行研究と同様に「音
の言葉の表現」の深まりへの展開を可能にした
ものと考える。
つまり、今回の保育においては、①「やりた
い」という意欲を引き出す側面。そして、②心
と身体の開放を行う動きの側面。③身体を意識
させ、イメージを誘発するための表現の側面と
いう 3種類の内容を含む導入が時間をかけて展
開されていた。そして、この 3種類の方向から
子どもたちを刺激する導入での熟成を前提条件
として、身体表現あそびの経験に関係なく、表
現の深まりに結びつく保育内容の展開が可能で
あることが明らかになったと言えるだろう。
身体表現あそびの実践に関する近年の研究に
おいては、言葉かけや動きを検討した発表 8）9）10）
は見られるが、導入への言及は見られない。し
かし、本研究においては、身体表現あそびの実
践における導入の重要性を確認できたと考え
る。今後は、経験豊富な保育実践者ではなく、現
役の保育者による「草むらごっこ」実践を対象
に、研究を継続したいと考える。
なお、本稿は日本保育学会第 66 回大会（中村
学園大学・2013 年）でのポスター発表 11）をまと
めたものである。
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